「発達支援を通して保育を考える」
発表者　　倉吉市立関金保育園　　亀本　恵美
１・問題提起
倉吉市では、平成17年度から「次世代育成支援行動計画」を基本として、子どもたちが健やかに育
つ地域社会を築くとともに、安心して子どもを生み、子育てに希望と喜びを感じられるまちづくりを目指し具体的な施策や事業を行ってきています。
また、平成１７年度から発達障害者支援法が施行され、倉吉市では、早期から生涯を通した支援体制の整備、地域の支援ネットワークづくりの推進が図られてきました。その中で、保育行政分野では、保育士の人材育成に力を入れて来ました。毎年計画的に研修や専門機関の指導助言を受けながら実践力を身につけられた事は、発達障がいのある子ども達の支援だけでなく、すべての子ども達の支援に繋がり、保育の見直しへと繋がってきました。
近年、保育園の子ども達の中には、様々な問題行動を起こす子どもが見られ、我が園でも着席行動ができない。話が聞けない。集団を乱す。集団参加ができにくい。暴言や他害行動を起こす。保育士の指示を聞こうとしない。感情や行動のコントロールができない。言葉で自分の気持ちが言えず、コミュニケーション力が育っていない。不安やこだわりが強い等々の特徴を見せ、落ち着かない保育園でした。
家庭では、育てにくさから子どもを叱ることが多かったり、否定的な言葉かけが多かったり、子どもを褒めることの少ない親御さんの姿が見られます。このような育ちをしてきている子は、大人に対して親和性を持ち得ず、人を信頼する事ができず、自己肯定感が育っていない子どもが多く見られます。
また、周りからも困った子として見られがちになることから、益々、悪循環となって問題行動や不適応を起こしている実態が見られます。
安心した環境の中で安心して暮らせ、豊かな人間関係の中で健やかに成長していく事を保障することは
発達障がいを持った子ども達だけでなく、すべての子ども達に通じることであり、一日の大半を保育園で過ごす子ども達にとって私達保育士の影響は、重要な位置を占め、益々質の高い保育を提供していくことが求められています。 
２．目的　 

本園では、次の７つの事を目的にすべての子どもたち、特に配慮を要する子どもたちに、適切な支援や保育に力を入れて取り組んできました。 

①保育士との信頼関係を作り、大人の言う事を聞いてみようという気持ち、人に添える力を身につけていく。
まずは、子どもをしっかりと受け入れていくこと。先生は必ず自分のために何かいい事をしてくれる。頑張ったら先生は褒めてくれる。先生の期待に応えると気持ちがいいという経験。大人への信頼関係を作ることで、子供が伸びて行く素地を養ってきました。
②コミュニケーション能力を身につける。
不適応を引き起こす裏には、子どもの思いが隠れていたり、自分の思いが言えず固まってしまう子には思いがあっても正しく表出できない弱さがあります。それをうまく表出できる力を身につけていけるよう支援してきました。 

③自己肯定感を育てる。（こうしたらできる、頑張れる自信）
修正や否定をすると、たちまち崩れてしまう子が多くあり、保育士は常に共感と肯定的な言葉掛けをしていくことを心がけて来ました。子どものモチベーションを上げて意欲的に物事に取り組む力をつけ、自己肯定感を育てて行くことが、特に今の子ども達には大事なことだと思います。 
④安心や自信や意欲を持って自立的な園生活ができる力を身につけていく。
子どもの発達の特徴でもある視覚的優位性を考えてみても、見てわかったり、物事や状況の意味がわかり見通しがもてる工夫として視覚支援や構造化をたくさん保育に取り入れて、言われなくても自分で行動できる自立的な園生活が送れるよう取り組んできました。
⑤集団の中で自分の気持ちに折り合いをつける力、対人関係スキルを身につけていく。
遊びや生活の中で色々な葛藤を経験していくことで、徐々に自分の気持ちに折り合いをつけていく力、対人関係スキルを子どもの特性に合わせながら様々な方法で身につけていきました。 
⑥仲間と繋がるクラス集団を作っていく。
友達と思いや考えを出し合い、一緒に遊びを進めて行く。同じ目的に向かい協力して活動するなどの協同的な遊びや活動を意図的に行って行きました。 
⑦子育てについての不安を解消したり技術を身につけられるよう保護者支援をしていく。
子どもが変われば保護者が変わるといわれる通り、具体的な手立てを保護者に伝えて、保育園と家庭と共に同歩調で子育てをしてきました。　 

３．支援の基本的な考えと取り組みの方法 

①スーパーバイザーである鳥取大学　井上雅彦教授の指導のもと、応用行動分析ＡＢＡをベースにした指導方法を私達は学び実践してきました。まず子どもの行動を観察し客観的に行動を見て行きます。気になる行動だけでなく、その子の良いところ、興味関心のあること、得意なこと等にも目を向けて行きます。気になる事を具体的な行動にしぼり、なぜ困った行動が起きるのか何の為にその行動を行っているのか行動の機能に着目することで、子どもが起こしている行動を子どもの性格や障がいのせいにしない、行動は周囲の人的、物的環境によって起こるという考え方をすることができるようになってきました。困った行動がおきないために、事前にどうしたらいいかを工夫していく方法を保育に取り入れて実践してきました。 
②見てわかったり、物事や状況の意味がわかり見通しがもてる工夫として視覚支援や構造化をたくさん保育に取り入れてきました。また、自己肯定感を育てていくためには、子どものモチベーションを揚げる私達保育士の共感と肯定的言葉掛けがとても大切です。 
③子ども達の行動の背景にある問題は、社会性の苦手さやコミニケーションの苦手さがあります。対人関係スキルの学習として1対1の個別保育や小集団保育をし、クラスの友達と遊べる力を身につけていきました。 

４．実践事例　
◇個別保育
困った行動を起こす子ども達の親御さんを見ると、育てにくさから、叱ることが多かったり、否定的な言葉かけが多かったり、子どもを褒めることの少ない姿が見られます。そんな養育環境の中で、否定的な自己イメージが育ってしまい、大人を信頼する事ができにくくなっています。
個別保育で、好きな遊びやわかる環境を用意し、『先生と一緒にいるといいことがある。』という“人に添えること”から始めていきます。 

その中で、信頼関係を築いていき、できたことを具体的に褒めて伝えていくことで、いい行動が増えていきました。そして褒められた経験により「自分ってまんざらでもないな～」という自己肯定感が徐々に育っていきます。 

注意しないといけないことは、苦手な事に注目するのではなく、得意なことから課題を設定していきます。本人の興味・関心・好きなことを取り入れることが必須条件です。 

そして評価をしていき、ちょっと頑張ったらできたという満足感を持たせ、できる自分に気付かせ意欲を持たせ認知・スキルをあげていき自信をつけて行きます。 

◇小集団保育
感情のコントロールができにくかったり、ルールが守れなかったりする特徴がある子ども達には、小集団保育の中でそのスキルを身につけていけるようにしています。 

個別保育と一緒ですが、保育士との信頼関係のもとで、友達との関わりを学んでいき、遊びのルールを守る力や負けた時の気持ちの折り合いをつける力を練習していきます。 

多動でトラブルの多いＹ児は、小集団保育を通し、着席行動、順番を待つこと、ルールを守ること、感情のコントロールをする力を身につけて行きました。
◇5歳男児Ａ児の支援について
集団参加が難しく、春の頃は部屋から飛び出して、よく事務室にやってきていました。ここで満足したら帰っていけるだろう？と思いましたが、そうは行きませんでした。 

Ａ君の離室に対して、事務室が居心地の良い場所となってしまってはいけないし、益々嫌なことがあれば、事務室に逃げてきてしまい、クラスの所属意識がなくなってしまう事も考えられ、ストラテジシートを使い対応策を考え、無視をすることを通し、事務室に来てもここは楽しくないことを知らせて行きました。
着席行動が苦手なＡ君は自分の部屋が嫌いでした。嫌いな部屋を好きにさせる為には、私達保育士もハードルを下げ、とにかく部屋に入れることから始めました。入口に自分の居場所を作り集団に入りやすい環境を作りました。誰からも邪魔されない環境と、友達と場所の共有ができないので自分の机を用意し、周りからの刺激がないようについ立を用意しました。ここで、ワーク的なことやお絵かきをしていましたが、机の横には、スケジュールで今何をしているかを知らせ、みんなの状況がわかるようにしておきました。 

徐々に机の場所を部屋の中へと持っていき、最終的には、みんなと同じグループにくっつけて行きましたが、３日ですんなりと入れるようになりました。それはＡ君が友達と遊ぶことが好きだったことがうまくいった事の要因だったと思います。 
プールが始まり、水遊びが好きなＡ君は、プールが動機づけの強化子となりました。少しずつルールや約束が守れるようになり、楽しいことを期待し、我慢できるようになり集団参加ができるようになってきました。そうなるまでには、担任との信頼関係を気付き、褒めること、認める言葉かけでモチベーションを揚げて行きました。人を信用しなかった子が、大人のいう事を聞いたらいいことがある事がわかり、人に対しての親和性が出て来るようになりました。
こうしてクラスの中に入れるようになったのですが、まだまだ話を聞くことは苦手でした。たとえば朝の会の時間を観察してみると、彼はこんな気持ちでいることがわかります。

・先生の話がわからないよ？・先生の話、いつまで続くのかな～？動きたいよ！・歌を歌うの苦手！
・何か見えたよ、聞こえたよ、どこだろ？行ってみたいなあ・じっとしているのがいやだ！ 
朝の会に参加するためにＡ児への具体的な支援は、
①手持ちのスケジュールを持ち見通しを持たせる。秋のころには絵や字を書くことが好きになっていたのでペンを持ち、お絵かきをしていてもいい事にし、「静かに座れたね」と参加できたことを褒めて行きました。ペンと紙がＡ君の待ちグッズとなりました。 

②朝の会自体も、短くわかりやすくした。
③外遊びが終わり、上がったテンションを下げる為に、絵本の読み聞かせを取り入れました。絵本を見るのはとても好きだったので静かに落ち着いて参加出来て来ました。 

（支援によるＡ児の変化）
・キーパーソンとなる人との信頼関係ができたことで、人を信じることができるようになった。 

・好きなことが待っていたり、見通しがつくと、嫌なこと、苦手なことでも頑張る気持が育ってきた。 

・全く、絵や文字への興味関心がなかったが、頭足人だった絵から人間の絵が描けるようになる。文字への興味関心ができだす。 

・１つの事に落ち着き集中して遊べるようになる。 

・泣く回数が減ってきた。気持ちの折り合いがつけられるようになってきた。 
	得意なこと、
好きなこと
興味関心の
強いこと
	・アニメ、ヒーローもの（仮面ライダーオーズ）、恐竜に関すること。それらの絵を描いたり、写し絵、塗り絵、なりきるための工作
・ゲーム性のあるもの（勝ち負けがはっきりすること、しかし自分が勝たなければ腹を立てる）
言葉遊びクイズ、サッカー、ドッジボール、鬼ごっこ、リレー絵本の読み聞かせ、本児の好きな０歳児との触れ合いタイム

	苦手なこと
嫌いなこと
	・言葉の指示、訂正、否定、・身体誘導・難しいこと、分からないこと
・一定時間（５分以上）の静かに座らないといけないことや座ってする作業（自分が好まないもの）
・自分のしたい行動を途中で止められること

	身体・健康・
運動
	・午前中でも自分が眠たいと思ったら、勝手に布団を出してきて横になる。昼寝は嫌いでつい立を利用しお絵かき等をして過ごすが、いざ寝てしまうと起こしても起きない。
・サーキットや目に見えてよくわかる活動、勝負性のあるものは参加できる。また一度褒められて自分でも得意だと認識しているものはする。しかし体操や見本を見ても分からないことは、離室するか邪魔をしてくる

	意欲・態度・
行動
	・感情の起伏が激しく、少しでも自分の思い通りにならないとひっくり返って泣く。
・視覚、聴覚刺激に振られやすい。
・突然ぐずり始めその原因を取り除いてもうまくいかない時があり、支援がいつも有効ではない。
・好きなものの移り変わりが激しくそのサイクルが短い。

	人間関係・
コミュニケーション・
友達関係
	・吃音、舌足らずで「ちゃ・ちゅ・ちょ」が多い。・発火点が低くすぐにキレる。
・自分の思いを通そうとし一方的なマイルールを大声で言って相手を言い負かそうとするかまたは、ぐずり泣きをする。
・本人が満たされている時は友達にも「いいよ」といいおもちゃを分けてくれる。

	集団活動
遊び
	・気が向いた活動のみ参加。飽きたり自分に都合が悪くなるとフラリといなくなるか邪魔をする。
・勝ち負けにこだわり、負けると大泣きする。

	知識・技能・
学習
	・指示が入りにくく自分の席に落ち着いて座っていることが難しい。
保育士が全体に向けて話をしている途中でも友達にちょっかいを出したり、保育士の所にやってきて自分本位のやり取りをし、自分の思いを通そうとする。


	活動
	様子
	支援していること

	設定された活動
	・集団参加は気が向いた時のみ。自分の興味のない活動の時はフラリと離室する。
	・事前の活動の内容と回数や終了時間を伝え、参加、不参加を選択させる。不参加の時は別室で本、絵を描いて過ごす。

	
	
	

	朝、帰りの会
	・指を吸いながら椅子からずり落ち、寝そべり、友達にちょっかいを出す。興味のある絵本の読みきかせは静かに聞く。
	・朝、帰りの会用のスケジュールを作り見通しを持たせる。会の内容に興味を持ちやすいよう言葉遊び、クイズ等を間に入れる。
・全体に対しルール作りをする（質問は１回等）それでも無理な時は後でスケジュールを伝える。

	食事、始末、午睡の準備
	・好きなものだけ食べ離席するところあり。食後の後始末は気が向けばする。
・着脱はそばに付いているとすることもある。
	・量の加減をし「後何口食べる」等交渉する。
・次の活動に楽しみを用意し片付けや準備に気を向かせる。しつこく言葉かけをすると崩れるが、横からさりげなく褒めつつ誘導する。

	排泄
	・尿、便意は分かってトイレに行くが活動の前だから行っておくという事ができず途中に行く。
・便は洋式ならズボン、パンツを脱がなくてもできるようになった。
	・寝る前はおしっこに行きますとルール化しトイレに担任がついていく。
・マナーについては「もちろん水は流すよね」「うんちの時もズボンをはいて行くのが当たり前だよね」と声かけを工夫する

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	睡眠
	・昼寝は好まずしたくない。しかし一度寝たら起こしても起きない。午前中でも自分が眠いと感じたら布団を持ち出し横になる。
	・つい立を使用し、静かに過ごせるよう絵本、描画、塗り絵等を準備する。本児が寝ることを選択した時はそばについて早めに寝かせ、睡眠時間が足りて目覚められるよう配慮する。

	行事に向けての活動
	・気が向いた活動のみ参加。活動が毎日繰り返され飽きてくると、ふざけたり、参加しなくなる。
・勝ち負けにこだわり負けると大泣きする。
	・活動の中に本児が好みそうな内容を考慮して入れていく。
・シールの御褒美や本児の好きな０歳児との触れ合いタイムの設定、個別スケジュールでいつできるか見通しを持たせる。
・勝ち負けのある活動ではあらかじめ本児と話をし、守れたら具体的にどの部分が良かったか言葉で伝える。


◇仲間と繋がるクラス集団づくり
４・５歳児になると、協同的な遊びや活動を意図的に行う事で社会性や対人関係の力を育てていく
事が大事になってきます。友達と思いや考えを出し合い、一緒に遊びを進める。 同じ目的に向かい協力して活動する。 ルールのある遊びをする事で 仲間としての繋がりが深まってきます。
（５歳男児　М児について）
М児は遊びをしきりたがり、グループでの話し合いで順番を決める時、一番あるいは、最後にこだわりどうしても譲れず、自分の思い通りにいかな いと遊びから逃げてしまう事が多く見られました。
リレーをして遊んだ時、３グループに分かれて走る順番を決めたのですが、必ず毎回アンカーをしたがり、話し合いをしていても友達に譲れず、結局その場から逃げてしまいました。遊びの前に、順番についての約束をしておくべきだったと反省をし、再度きちんと遊びの前に交代する約束を決めリレーをしましたが、前回のリレーに対してのマイナスイメージがついてしまったため、日を改めてのリレーにも仲間に入ることができませんでした。
どうしたらクラス全員で遊べる事ができるか、次のボーリング遊びの手立てを考えました。
リレーのときの反省から、前日に遊びのルール、特に順番へのこだわりがあるので1回目は大好きな1番か一番最後ができるが、２回目はできないことをメモにして渡し約束しました。 
ところが、「１回目は我慢をしたら、２回目は僕のしたい順番ができるか？」とМ児は反対のことを言ってきました。
後でできるということを保障したことでМ児は納得し当日には我慢が出来ました。 
このメモにはルールの約束もしましたが、まず初めにМ児のいいところを褒めた事が本児は嬉しかったんだと思います。そして、手がかりがあることで安心して参加できたのだと思いました。 
М児はグループの一員としてみんなとゲームを楽しみ、結果は負けましたが、みんなで負けを受け入れ、悲しい、悔しい気持ちを味わい、また今度も頑張ろうという仲間とのつながりが生まれました。 
◇保護者支援について
昨年度、現在の保育園に移動となり、そこで色々な課題が見えてきたので、私は今まで実践してきた視覚支援や環境調整をどんどん取り入れて行こうとしたところ、この保育園では日常的保育として行われていなかったため、保護者から疑問の声が出てくるようになりました。そこで、保護者説明会を開き、子どもの発達支援について、園がどう取り組んでいきたいのか理解してもらえるよう努力しました。そして少しずつ、子ども達が落ち着いてきたことで、保護者の理解を得ることができて来ました。 

具体的に担任は、まずは保護者との信頼関係を築かなければならないと思い、受容から入ることにしました。 

お母さんの気持ちを受け入れ、寄り添う事を続け、合わせて園での子どもの姿をノート、送迎時となるべく顔を見たら毎日話すようにしていきました。 

見通しがないことや初めてのことは不安が強い、フラッシュバックがおきる、人との距離感を保つことが苦手等の特徴を持つ児に対して、保育園で子どもに行っている手立てやうまくいった事を具体的に知らせることで、少しずつお母さんとの信頼関係を作ってきました。 

特に 行事、運動会、発表会の前にはうなされるほど不安を感じていたこの子に対しては、夏祭りのときに大勢の前で発表できたこと、「きっと○○君だったらあの時できたからできるよ。大丈夫」と安心させる言葉かけと自信を持たせてきました。 

その他に、プールが嫌いだったので、スモールステップで「今日は口まで、鼻まで」と水慣れをしていったことを毎日お母さんに伝えて行き、安心感を築いて行きました。
そして秋頃には「もっと、この保育を広めて行ってください。私は園長先生の応援者です。」とまで言われるようになり、びっくりしました。ここに至るまでには、担任の努力と丁寧なお母さんに対する支援が、よき理解者へと変わっていったものと感謝しています。 

何よりも、子どもとお母さんが喜んで卒園を迎えることができ、小学校に不安なく無事行けたことが一番の私達の喜びです。 

４．成果・課題
　　　　　　　①成果
· 　　　　　・発達障がいのある子ども達への支援を行う中で、子どもの行動や特性に合わせた保育を学んだ
　　　　　　　事は、すべての子ども達の保育を考えることに繋がり保育の見直しとなりました。
・子どもの行動特徴を知り、具体的な手立てや支援方法を考えていくスキルが身に付き、次への保育に繋げていけるようになりました。
・みんなで話し合う事で、たくさんの支援方法が見つかり、このプロセスが保育の向上へと繋がっていくものと思います。
・視覚的・具体的・肯定的援助によって、子どもたちに、できること、わかることを保障すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で、安心と自信と期待を持った落ち着いた園生活が送れるようになりました。
・子どもたちに、色々な葛藤や気持ちの折り合いをつけていく力が育ったことで、仲間と繋がる保育、集団作りができるようになりました。
・異年齢での関わりもまた広がり、年長児は年少児に対してお世話をする役立ち感を感じています。また、年中児は、年長児の姿を見て育ち、来年は自分たちもこのようにすればいいという見通しがつき、自分達の来年の姿を重ね合わせています。モデルがあるので自分たちの振舞い方もわかり、それが大きな力になっており、あこがれのお兄さん、お姉さんになっています。
②課題
　未来を担う子ども達に関わる保育士の影響は、とても大切な事はいうまでもありませんが、今の子ども達にとって保育園は、家庭に変わる一日の大半を過ごす場所となっており、保育士一人ひとりの価値感や人間性は子どもに大きく影響しています。自分自身を磨き、保育のスキルを上げていく事はもちろん、子どもの困った行動を引き起こしているのは、もしかしたら自分が引き出しているかもしれないという側面も頭の片隅に入れながら、子どもを注意するだけではなく、自分の行動を変えることから始める事が必要だと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
